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郷

「
ぼ
く
も
、
わ
た
し
も
お
ま
つ
り
大
好
き
」

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
。
郷
土
愛
。
は

幼
い
頃
か
ら
郷
土
に
触
れ
る
こ
と
で
育
ま
れ

郷
土
を
愛
す
る
人
に
触
れ
る
こ
と
で
大
き
く
な
る

土

愛

(10月108、南須釜北ノ宿子供みこし会から)



村
消
防
団
の
秋
季
検
閲
が
叩
月
白
日
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
団
員

2
8
5人
が
参
加
し
ま
レ
た
c

当
日
は
朝
か
ら
雨
と
な
り
、
予
定
さ
れ
て
い

た
小
隊
訓
練
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
雨
の
中
、
団
員
ら
は
士
気
旺

盛
な
勇
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。
検
閲
で
は
開
会
行
事
の
後
に
表
彰
が
行
わ
れ
、

県
中
消
妨
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
活
躍
し
た
小
高
分
団
(
車
田
明
徳
分
団
長
以

下
選
手

6
人
)
に
小
原
明
昭
団
長
よ
り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
次
に

観
関
、
通
常
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
八
刀
列
行
進
が
行
わ
れ
、
車
田
村
長
か

ら
「
今
回
の
検
閲
は
良
好
。
雨
の
中
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
の
講
評
を
得
ま

し
た
。

平
成
3
年
成
人
式
よ
り

平平:成成成成..γ槍
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平成4年の成人式を来春1月1叩5巴(成人の日)に村就業
己改女善センタ一で行いますO 村内に住所がある人で該当する

方は次のとおりです。ここに名前の載っていない方、ふる

さとで成人式を迎えたい方は、 12月20日までに村公民館
(57-3101 内62番)にお申し込み下さい。

日
月
9
日
か
ら
同
日
ま
で
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
全
国
統
一
防
火
標
語
は

J
ま
ず
消
そ
う
火
へ
の
鈍
感
無

関
心
d

で
す
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
増
し
、
暖
房
器

具
な
ど
火
気
を
多
く
使
用
す
る
季
節

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥

し
火
災
の
発
生
し
や
す
い
気
候
で
も

あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
り
扱
い
に

注
意
を
し
て
村
か
ら
火
災
を
出
さ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

須藤弘一熊田和美田子一憲三瓶力弥熊田

和子野111奇明美矢部和江岩谷優規坂本尚
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より活発な活動を行うために

玉川村婦人消防隊と

玉川村交通安全母の会を設立

玉
川
村
婦
人
消
防
隊
と
玉
川
村
交

通
安
全
母
の
会
の
設
立
総
会
が
日
月

5
日
、
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
聞

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
泉
・
須
釜

地
区
に
分
か
れ
て
い
た
組
織
を
一
本

化
し
、
よ
り
活
発
な
活
動
を
繰
り
広

げ
よ
う
と
発
足
。
隊
長
(
母
の
会
会

長
兼
務
)
に
は
大
和
田
昭
子
さ
ん

(
吉
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

消
防
団
検
問
式
へ
の
出
席
や
防
災
教

室
の
開
催
、
ま
た
、
交
通
安
全
の
各

種
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
、
婦
人
の

自
か
ら
見
た
防
火
防
災
活
動
を
展
開

し
ま
す
。
選
出
さ
れ
た
役
員
は
次
の

と
お
り
(
母
の
会
役
員
も
兼
務
)

固
圃
回
固
因

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

こ
の
度
、
玉
川
村
婦
人
消
防
隊
の

隊
長
並
び
に
交
通
安
全
母
の
会
の
会

長
を
不
肖
私
が
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
様
な
無
力
な
、

巳 Z

同1

石森吉男吉田登志江小

飯村久美子佐久間洋子

水野信弥永林ヒロ江

鈴木孝子

首藤芳春平井淳一

林浅友 阿部江美子

石森上渡辺貴光

林喜幸村越栄美子

中

寺法山石

し
か
も
あ
と

鈴木洋子宮北小針千恵子小林なおみ添田

上野忠志上野あけみ溝井仁

崎
三r:r_
電，
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隊

長

大

和

田

昭

子

(
吉
)

副
隊
長
関
根
弘
子
(
蒜
生
)

矢
吹
節
子
(
山
小
屋
)

部
長
小
針
ト
ミ
ヨ
(
中
)

有
賀
フ
サ
子
(
南
須
釜
)

川
辺
区
隊
長
吉
田
満
智
子

小

高

タ

車

田

純

子

中

タ

小

針

信

子

岩

法

寺

。

大

竹

ヒ

ロ

子

竜

崎

ゃ

上

野

京

子

南

須

釜

。

塩

沢

栄

子

北

須

釜

タ

小

針

フ

ク

ヨ

士

口

タ

森

千

津

子

山

小

屋

。

我

妻

ク

ニ

子

四

辻

新

田

。

塩

田

末

子

大和田昭子さん(吉〉

幾
百
日
か
で
還
暦
を
迎
え
る
年
令
に

な
っ
て
、
重
職
を
引
き
受
け
る
こ
と

は
大
変
心
苦
し
い
か
ぎ
り
で
し
た
。

し
か
し
、
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
こ

の
老
体
に
ム
チ
打
っ
て
、
隊
員
・
会

員
が
力
を
合
わ
せ
、
消
防
団
、
交
通

安
全
協
会
更
に
は
村
当
局
の
方
々
の

ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
我
が
村
の
火

災
予
防
と
交
通
事
故
防
止
に
全
力
投

球
す
る
所
存
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
関
係
機
関
の

皆
様
並
び
に
村
民
の
皆
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

有111枝明美大野早苗国井正四大野文枝円谷

力熊谷美枝子増子美香宗形美代子阿部久

美子塩沢洋子吉村紀美子増子伸枝塩沢美

恵子会田健一大越健一円谷裕美宗形賢市
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つ
?と

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
引
回
玉
川
村
民
体
育
祭
が
叩
月

S
日

(
日
)
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

も
あ
り
ま
し
た
が
、
小
雨
が
チ
う
つ
く
中
の
競
技
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更

工
夫
を
凝
ら

村
民
約

2
，
0
9
0人
が
参
加
し
、

対
抗
戦
で
は
中
区
が
初
優
勝
、

し
た
ゲ
ー
ム
や
競
技
に
珍
フ
レ
l

好
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。

地
区

と
な
り
ま
し
た
D

山
小
農
区
が
準
優
勝
、

小
高
区
が
三
位

第

2
固

福
島
空
港
マ
ラ
ソ
ン
入
賞
者

八
一
般
の
部
〉
男
子

優
勝
小
針
仁
一
(
ト
1
ヨ
1
サ
ッ
シ
)

準
優
勝
溝
井
利
一
(
溝
井
工
業
)

第

3
位
小
林
喜
美
(
岩
瀬
農
高
)

第

4
位
倉
鎌
伸
一
(
日
大
東
北
)

第

5
位
小
針
和
彦
(
ト
1
ヨ
l
サ
ッ
シ
)

第
6
位
石
森
田
部
一
(
東
部
運
送
)

く
わ
入
れ
を
す
る
車
田
村
長

〈
中
学
生
の
部
〉
男
子

優

勝

渡

辺

守

(

須

釜

中

2
年
)

準
優
勝
近
内
倍
和
(
。

1
年
)

第

3
位

宗

形

久

(

。

ー

年

)

第

4
位
我
安
伸
一

(

0

1
年
)

第

5
位

小

捺

純

(

で

1
年
)

第

6
位
関
棋
持
詩
(
。
ー
年
)

〈
中
学
生
の
部
〉
女
子

優
勝
佐
久
間
玉
枝
(
製
品
山
中
3
年
)

準
優
勝
有
賀
智
子
(
ク

3
年
)

第
3
位
鈴
木
悦
美
(
ク
ー
年
)

第
4
位
関
根
裕
美
(
タ
-
年
)

第
5
金
草
野
幸
子
(
ク

2
年
)

第

6
位
榊
枝
裕
子
(
タ

l
年
)

〈
小
学
生
の
部
〉
男
子

優
勝
小
林
勝
郎
(
玉
一
小
5
年
)

準
優
勝
小
針
潤
(
白
方
小
5
年
)

第
3
位
我
安
広
弥
(
須
釜
小
6
年
)

第
4
位
関
根
勝
夫
(
ク

6
年
)

樽
井
清
志
(
玉
一
小
6
年
)

佐
久
間
浩
事
(

0

6

年
)

第
6
位

充実する村営住宅
長内団地第1棟着工

10月1日村営住宅長内陸地の起工式が、南

須釜字長内の建設予定地で行われました。式

には村長をはじめとする村関採者と地権者、

施行業者ら40人が出席し、工事の安全を祈願

しました。

今回建設される村営住宅は一棟で、 1階が

3DK4戸、 2階と 3階が3LDK4戸ずつの

計12戸。平成4年 7月の完成、同年8月に入

居を予定しています。

同地区への村営住宅建設は、平成5年度か
ら新たにもう l椋、 3階建18戸の建設を計画

しています。

〈
小
学
の
部
〉
女
子

優

勝

水

野

準
倍
勝

第

3
位

第
4
位

第

5
位

第

6
位

須
釜
優
美
子
(
タ

6
年
)

白
沢
真
理
子
(
ク

6
年
)

仁
井
田
智
恵
(
。

6
年
)

石
森
奨
由
紀
(
須
町
議
小
4
年
)

矢
部
崇
子
(
川
辺
小
5
年
)

村営住宅への入居住宅

@村内に住所又は勤務場所があること a 

@同居親族があること

@入居申込時の所得が月額11万5千時以 g

上19万8千円以下であるごと

※詳しくは役場建設課まで s

4 

どちらへデートですか?一
小
6
年
)
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平成3年11月広報たまかわ

午前8時5分スタート11月24日(8)しま駅伝に初参加ふく

平成3年11月広報たまかわ

コ
ー
チ
小
林
智
和

(
脚
・
マ
キ
シ
ン
コ
i
)

什
月
何
日
巳
(
白
)
に
行
わ
れ
る
第

3
口
市
町
村
対
抗
福

島
県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会
に
玉
川
村
選
手
団
が
初
出

場
し
ま
す
。
約

4
か
月
間
の
合
同
練
習
を
終
え
た

選
手
が
新
品
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
身
を
包
み
、
白

河
市
か
ら
福
島
市
ま
で
の

1
0
1キ
ロ
日
区
間

を
走
り
ま
す
。
一
生
懸
命
に
走
る
選
手
た

ち
を
村
民
み
ん
な
で
応
援
し
て
下
さ
い
。

全
コ
!
ス
と
出
場
選
手
を
紹
介
し
ま

す。

応援団の横断幕

小針和彦さん
() 11辺)

小林喜美さん
(竜崎)

岩谷唯義さん
(中)

石井紀子さん
(JJ ¥高)

溝井利ーさん
(四辻新田)

小林浩二さん
(竜崎)

上野一徳さん
(竜崎)

んさ貴

)

一滴
仲
野k
 

-
〆

K
I
-
-
「
全
力
を
尽
く
し
て
走
り

勝
ち
ま
す
」監
督
小
針
孝
一

(
村
社
会
教
育
指
導
員
)

我
が
玉
川
村
選
手
団
は
初
出

場
だ
け
に
無
限
の
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
イ
ン
タ
ー

バ
ル
は
走
力
プ
ラ
ス
、
ス
ピ
ー

ド
を
加
味
さ
せ
、
各
選
手
が

μ

日
に
む
け
て
最
後
の
調
整
に

入
っ
て
い
ま
す
。

週
3
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

突
を
結
ぶ
時
、
玉
川
村
む
ら
お

こ
し
の
一
番
手
を
担
い
、
力
を

尽
く
し
、
上
位
入
賞
を
目
ざ
し

走
り
勝
ち
ま
す
。

6 

小針一志さん
(中)

武田康雄さん
(岩法寺)

育さん田章渡辺 守さん高原要輔さん榊枝兼こさん

玉
川
村
選
手
間
補
欠

義 好 j青智克裕

徳男美子也器

矢

部

裕

也

佐
久
間
玉
枝

遠

野

志

津

子

車

田

信

彦

石

森

四

郎

一

阿柳永有矢車

部沼林賀部回

7 



平成3年11月

玉
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
第
お
回
玉

川
村
少
年
剣
道
大
会
が
関
か
れ
ま
し
た
口

こ
の
大
会
は
、
村
公
民
館
、
村
青
少
年

育
成
村
民
会
談
、
村
剣
友
会
が
主
催
し
、

村
内
は
じ
め
崩
辺
市
町
村
の
剣
友
会
や
中

学
生
剣
士
約

2
5
0
人
が
参
加
。
団
体

戦
、
個
人
戦
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り

im
件
団
体
の
部

〈
小
学
生
〉

優

勝

玉

川

少

年

剣

友

会
B

準
優
勝
湯
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A

第
三
位
須
釜
少
年
剣
友
会
B

〈
中
学
生
男
子
〉

優

勝

石

川

中

A

準
優
勝
須
釜
中
A

第
三
位
石
川
中
B

少
年
剣
士
別
人
が
熱
戦
を
展
開

第

羽

田

少

年

剣

道

大

会

最後まで走りぬく気力

須釜中で非行防止マラソン大会

須釜中学校(大谷明弘校長)と須釜地区防犯協会

(境田孝意会長)が主催する「非行防止校内マラソン大

会Jが問中学校で行われました。

この大会は、マラソンを通して最後まで走り抜く体力と

気力を養うことを目的として、毎年間かれています。

個人3位までの入賞者は次のとおりです。

*女子の部(2.7km) 崇男子の部(4km) 

第一位鈴木真理子(2年) 第一位鈴木靖巳(3年)

第二位大野久美子(1年) 第二位渡辺守(2年)

第三位佐久間玉枝(3年) 第三位有賀弘幸(3年)
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広報たまかわ

〈
中
学
生
女
子
〉

優

勝

須

釜

中

準

優

勝

石
川
中
B

第
三
位
石
川
中
A

i

凶
作
個
人
の
部

〈
小
学
生
〉

優
勝
小
山
隆
人
(
湯
本
ス
ポ
少
)

準
優
勝
大
竹
学
(
玉
川
剣
友
会
)

第
三
位
栗
原
崎
也
(
石
川
武
道
館
)

〈
中
学
生
男
子
〉

優
勝
小
山
啓
介
(
湯
本
ス
ポ
少
)

準
優
勝
渡
辺
守
(
須
釜
中
)

第
三
位
小
原
英
男
(
須
釜
中
)

〈
中
学
生
女
子
〉

優
勝
大
野
久
美
子
(
須
釜
中
)

準
優
勝
小
山
田
美
佐
子
(
ニ

第
三
位
石
井
弥
和
子
(
泉
中
)

州

υhυ

相

υhυ

玉
川
村
か
ら
玉
川
村
ヘ

埼
玉
県
比
企
郡
玉
川
村
区
長
会
が
来
村

本
村
と
同
じ
名
前
の
「
玉
川
村
」
の
区
長
会
が

来
村
し
ま
し
た
。
一
行
は
議
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

埼
玉
県
比
企
郡
玉
川
村
の
区
長
さ
ん
方
の
国
名

で、

区
長
会
の
研
修
の
た
め
の
来
村
。
福
島
空
港

を
視
察
し
た
あ
と
に
、
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
、
お
互
い
の
村
の
概
要
を
説
明
し
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

今

年

3
月
か
ら
行
っ
て
い
る
村
広
報
紙
交
換

が
、
今
回
の
訪
問
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
相
互
交
流
が
楽
し
み
で
す
。

更なる交流のために

鹿谷郷親善友好訪問団の報告会

今年の 9月3白から 9月7日に行われた玉川村

日華親善友好都市提携推進協議会による鹿谷郷友

好訪問団 (16名)の訪問報告会が村就業改善セン

ターで関かれました口報告会では、参加者が一人

ひとり鹿谷郷を訪れての感想や意見を発表。ま

た、今後の交流のあり方についても活発な意見交

換がなされましたD

干E

須
釜
農
協
ま
つ
り
で

小-lzj奇4生糸

陥唱欝

J1izr託手長 オてストラ1)ア研修写真展

盟
関
幽
…盟
関
醐
醸

韻

関

懸

題

翠

臨
鶴
謹
一
蕗
一
題

審
藩
閥
的
期
関

げ

闘

関
γ
樹
盤

町附
齢
額
一一
髄
閥
問

調
…鋼一
一
顧
島
問
調

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

写
真
展

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
や
も
ち
つ

き
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
盛
り
た
く
さ

ん
の
須
釜
農
協
ま
つ
り
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
場
の
一
角
に
、

昨
年
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
者
が
、
研
修
の

様
子
を
一
般
の
方
々
に
見
て
も
ら

お
う
と
写
真
展
を
開
催
。
村
の
文

化
祭
や
泉
農
協
ま
つ
り
に
も
展
示

す
る
予
定
で
す
。

平成3年11月

玉川村老人作品展

玉川村文化祭のトップをきってそ玉川村老人作品

展、が村体育館で行なわれました。会場には老人クラ

ブ会員246人の技と経験を生かした作品420点が展示さ

れ、訪れた人たちの目を楽しませていました。

入賞者は次のとおり。

文化祭のトップをきって

広報たまかわ

見
事
な
力
メ
の
木
工
品

9 



⑦ 

子供や孫へのと贈り物ミ

お互いの力でまちづくり

了心の7ンテナを

張っていますかJ

平成3年11月

冨著者紹介菌

萩原 ー茂裕(はぎわら しげひろ)

1929年北海道旭川市生まれ。撞応義塾大学経済学
部卒業。経営コンサルタント時代から地域開発

ふるさとづくりを手がける。環在、 「日本ふるさ

と塾」を主宰し、まちづくりのプランナーとして、

数多くの地方公共団体の地域づくり基本計画、実

施計画などの策定に講わる。蓮沼門三社会教育賞

受賞。著書に「手づくリのふるさと」、「日本人と

まちづくりJ、「レッツ・ラブ運動の接関心「第四

の教育~ふるさと教育"'Jなどがある。

広報たまかわ

ロ
月
4
日
か
ら
日
日
ま
で
の
一
週

間
は
「
第
必
回
人
権
週
間
」
で
す
。

こ
れ
に
ち
な
ん
で
各
地
で
特
設
人
権

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
村
に
は
次
の
方
が
法
務
大

臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
お
り
、
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

矢
吹
幾
哉
氏
合
計
1
2
0
2
0

飯
島
春
雄
氏
g
u
t
-
2
6
5
3

ブ情
ラ報
スを
面
か
b 
考
え

る

い
ま
日
本
は
、
情
報
の
洪
水
で
す
。

ど
こ
に
い
て
も
、
同
じ
量
と
質
の
清

報
が
、
同
じ
速
さ
で
飛
ん
で
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
い
か
に

自
分
た
ち
の
ま
ち
に
置
き
換
え
ら
れ

る
か
が
、
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
情
報
選
択
能
力
の

あ
る
ま
ち
は
、
お
の
ず
か
ら
伸
ぴ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
全
国
各
地
の
ま
ち
へ
講
演
に

出
か
け
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
る
ま
ち

の
成
功
例
を
話
す
と
、
聴
衆
の
方
々

が
、
そ
の
ま
ち
へ
視
察
に
行
き
ま
す
。

そ
の
視
察
報
告
書
を
読
む
と
、
中
に

福島県福島婦人就業援助センターでは、編物

(手編)の講習会を行ないます。この機会にあな

たも、手編の基礎をマスターしてみませんか f

ff;ffii 

(21日間)

毎週月.;j(・金曜日(祝日を除く)

午前 9時30分~午後3時30分

平成 4 年 1 月 13 日 ~3 月 2 日

物(手編)

福
島
県
建
設
技
術
学
院
の
平
成
4

年
度
(
第
四
期
生
)
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格
認
才
以
上
お
才
ま
で
の

男
子
で
高
卒
者
(
見
込
を
含
む
)

教
青
期
間
平
成
4
年
4
月
j
平
成

5
年
3
月
ま
で
の

1
年
間
。

教
育
科
目
測
量
工
学
、
土
質
工
学

コ
ン
ピ
ュ

i
タ

1
工
学
、
工
事
管
理

募
集
期
間
平
成
4
年
3
月
刊
日
迄

問
い
合
わ
せ
先
福
島
県
建
設
技
術

学

院

合

0
2
4
3
1
お
1
0
5
3
0

は
マ
イ
ナ
ス
面
、
つ
ま
り
あ
ら
探
し

ば
か
り
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

こ
う
い
う
人
は
「
プ
ラ
ス
吸
収
ア

ン
テ
ナ
」
が
な
く
て
、
「
マ
イ
ナ
ス

吸
収
ア
ン
テ
ナ
」
し
か
も
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
は
何

の
た
め
に
視
察
に
出
か
け
た
の
か
・

。同
じ
話
を
同
じ
場
所
で
問
い
て

も
、
ま
る
で
、
反
応
し
な
い
人
と
、

た
ち
ま
ち
パ
ッ
と
日
が
輝
い
て
、
そ

の
情
報
か
ら
新
し
い
価
値
を
生
み
出

す
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
経
営
者
の

方
に
多
い
の
で
す
が
、
研
ぎ
す
ま
さ

れ
た
H

心
の
ア
ン
テ
ナ
H

が
張
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
も

同
じ
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

山
ブ
ド
ウ
を
見
て

ワ
イ
ン
帆
つ
く
り
を
発
想

前
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
北
海
道

の
池
田
町
が
い
い
例
で
し
ょ
う
。

山
ブ
ド
ウ
を
見
て
、
ワ
イ
ン
を
つ

く
ろ
う
思
い
立
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

他
の
ま
ち
で
は
「
あ
れ
は
昔
か
ら
山

に
生
え
て
い
る
も
の
だ
。
そ
ん
な
も

の
が
何
に
な
る
:
:
:
」
と
し
か
考
え

て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、

J
」
れ
か
ら
は
、
食

卓
に
ワ
イ
ン
の
時
代
以
と
い
う
話
題

が
人
々
の
口
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
し

電話での受付及び上記指定日時以外の受付はいたしません。

申込当日印鑑を持参ください。

福島県福島婦人就業援助センター 須賀川相談所

須賀川市古屋敷43 須賀川公共職業安定所内

fi (0248) 75-3108 

須賀川市中央公民館(須賀川市人情町135番地)

3日12月2、

25名

無 料(ただし教材費は自己負担)

平成 3年11月18、19、25、26日

午前 9時~午後411寺

注1

2 

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
に

課
税
さ
れ
る
個
人
事
業
税
の
第
2
期

分
の
納
期
限
は
ロ
月
2
日
で
す
。

県
税
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

税
通
知
書
に
よ
り
最
寄
り
の
金
融
機

関
で
納
め
て
下
さ
い
。

納
め
る
場
合
は
、
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
県
税
事

務
所
ま
た
は
金
融
機
関
に
お
申
し
込

み
の
う
え
、
ご
利
用
下
さ
い
。

福
島
県
郡
山
県
税
事
務
所

た
。
こ
の
と
き
池
田
町
は
、
「
日

本
人
が
将
来
、
き
っ
と
た
く
さ
ん

こ
れ
を
飲
む
臼
が
く
る
」
と
予
測

し
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
世
の
中

の
「
話
題
」
を
活
性
化
の
た
め
の

「
情
報
」
と
し
て
受
け
止
め
た
の

で
す
。
し
か
し
、
他
の
ま
ち
で
は
、

単
な
る
「
外
国
人
の
飲
み
物
」
と

し
か
見
て
い
な
か
っ
た
|
|
ま
さ

に
「
ア
ン
テ
ナ
」
の
違
い
で
す
。

必
要
な
の
は

情
報
選
択
能
力

池
田
町
は
、
山
ブ
ド
ウ
を
、
ワ

イ
ン
づ
く
り
へ
と
進
展
さ
せ
ま
し

た
。
最
初
は
失
敗
の
連
続
で
し
た

が
、
あ
る
と
き
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ

ダ
ペ
ス
ト
で
月
世
界
ワ
イ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
H

が
向
か
れ
る
こ
と
を
知

り
、
池
田
町
は
、
名
も
な
い
ワ
イ

ン
を
出
品
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

な
ん
と
、
三
位
に
入
賞
し
た
の
で

す。
こ
こ
で
も
、
コ
ン
ク
ー
ル
と
い

う
ニ
ュ

i
ス
を
「
情
報
」
と
し
て

生
か
し
、

H

世
界
の
ワ
イ
ン
u

へ
の

飛
躍
に
結
び
つ
け
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
い
ま
や
北
国
の
小

さ
な
自
治
体
が
、
国
内
の
ワ
イ
ン

メ
ー
カ
ー
の
中
で
も
、
五
本
の
指

に
入
る
ほ
ど
に
な
っ
た
の
で
す
。

10 

玉
川
郵
便
局
と
須
釜
郵
便
局
で
は

た
だ
い
ま
平
成
4
年
度
の
年
賀
ハ
ガ

キ
を
発
売
し
て
い
ま
す
。
種
類
は
無

地
(
但
円
)
富
貴
・
松
竹
梅
・
早
春

の
尾
瀬
(
各
必
円
)
の
四
種
で
す
。

お
早
目
に
お
求
め
下
さ
い
。

ゆ
た
ん
ぼ
は
ご
く
日
常
的
に
使
わ

れ
て
い
る
暖
房
器
具
で
す
が
、
使
い

方
次
第
で
は
「
低
温
や
け
ど
」
と
い

う
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

低
温
や
け
ど
は
体
温
よ
り
少
し
高

い
温
度
(
似
℃
程
度
)
で
も
同
じ
箇

所
に
長
時
間
ふ
れ
て
い
る
と
熱
が
そ

の
箇
所
に
蓄
積
さ
れ
て
皮
膚
を
破
壊

し
て
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
低
温

や
け
ど
は
皮
膚
の
深
部
の
組
織
ま
で

破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
症
状

は
重
く
、
治
療
も
長
び
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
季
節
、
ゆ
た

ん
ぼ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
や
お

年
寄
り
な
ど
皮
膚
感
覚
の
弱
い
人
、

身
体
障
害
で
体
を
自
分
で
自
由
に
動

か
せ
な
い
人
に
は
、
周
囲
の
人
が
気

を
つ
け
て
、
低
温
や
け
ど
に
あ
わ
な

い
よ
、
っ
注
意
し
て
下
さ
い
。

11 



平成3年11月広報たまかわ

お誕生おめでとう
ございます

( 9月届出分)

出生児氏名 保護者名
ちあき

須藤千晶 一郎
わたる

坂本渉 輝雄
ゆみ

小針由実 章洋

小山田渚 佳司

佐久間恵梨 義重

相楽裕紀 良
けんた

佐久間賢太 章太郎
せいいち

塩津誠一 理博

榊枝勝好 久男

石森剛 守

区

辺

中

岩法寺

画劃
あ

ざが
いと
まう
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コレ壬一ロ

・
中
の
永
林
恵
治
さ
ん
か
ら
三

万

今

地

JII 

円

-
川
辺
の
佐
藤
庄
蔵
さ
ん
か
ら

三

万

・
蒜
生
の
異
弓
敬
吉
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
南
須
釜
の
大
野
義
治
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
昭
和
6
2
3
会
(
代
表
小
林
伸

一

さ
ん
昭
和
む
年
度
、
的
年
度
の
農
業

改
良
推
進
員
)
よ
り
、
第
出
田
村
民

体
育
祭
へ
の
出
庖
(
け
ん
ち
ん
汁
等
) ク

南須釜

Jン

北須釜

山小屋

ク

おくやみ
申し上げます

( 9月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

佐藤ツグ 77 庄蔵

巽弓勝衛 87 敬吉

小原末吉 64 ミツイ

永林ミノ 86 恵治

古寺長重 83 福喜

小林トハ 86 兼吉

大野スツ 89 義治

地区

) 1I 辺

蒜生

小高

中

ク

竜崎

南須釜

支

出

営
業
費
用

営
業
外
費
用

7
，
5
2
1
万
円

6
，
9
0
2
万
円

6
1
9
万
円

円

売

上

金

か

ら

一

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

お

わ

び

と

訂

正

広
報
叩
月
号
の
平
成
2
年
度
玉
川
村

広
域
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
決
算
額
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

収
益
的

収

入

営
業
収
益

7
，8
6
5
万
円

6
，
1
9
3
万
円

村のようす
( 3年10月1日現在)

d醒圏邑
国 J1，676戸(士0)

11 
2 
3 

7，658人(-4) 

3，797人(-1 ) 

3，861人(-3) 

O
カ
タ
カ
ナ
語

ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
一
木
製
の
工
芸
品




